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馬場らの報告を参考に、TMSX と XB 触媒共存下でのアルコールの脱酸素的アリル化反応を
立案した。すなわち、TMSX の Si–X 結合が XB 触媒によって活性化され、その活性化されたケ
イ素がアルコールを活性化することでシラノールが脱離しカルボカチオンが生じる。その後、
求核剤が付加することで XB 供与体と TMSI が再生するというものである。“柔らかい”XB 受容
体を共触媒とすると同時に、強い HB 受容能を持つアルコールを基質とすることで、HB 様式の




























と期待した。重 THF 中、XB 供与体と種々塩基を混合する予備実験から、イミダゾリウム 4,5
位の化学シフト値の変化は大きいものでも－0.051 ppm であったのに対し、ヨードニウムイリド



































（1） ヨードイミダゾリウム• SbF6 塩と R3SiBr の共触媒系がアルコールとシリル求
核剤のカップリング反応を効果的に促進し、2 量化反応を抑制して所望の置換体を収
率よく与える。本反応では R3SiBr の Si–Br 結合を XB 供与体が特異的に活性化して
いる。 
（2） ヨードニウムマロン酸エステルイリドとシリルエノールエーテルとの極性転
換型カップリング反応に XB 触媒が有効であること、また、適切な塩基存在下では
オキシインドールを求核剤として直接的なカップリング反応に応用可能である。 
（3） ヨードニウムイリド試薬は、チオアミドのようなソフト性の高い求核剤と
XB 触媒非存在下でも反応し、対応するエナミノエステルおよびチアゾール誘導体
に変換可能である。また本反応は官能基選択性が高く生体分子の標識等にも応用
できる。 
 
よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成31年2月22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格
と認めた。 
 
 
 
 
 
